
取組名：水田地帯における畑作持つの土壌物理性改善

・留萌管内の畑作は転換畑が多く、排水不良が小麦や豆類の収量低下の一因となっている。
・畑作物の生産性向上のため、土壌物理性改善が必要である。

実施地区の概要と課題

今後の展望

令和７年度 畑地化促進事業

実施した取組内容など

■取組内容
○現地調査
・調査ほ場の選定・ほ場の状況確認・作物の生育状況確認
（４～６月）

・土壌断面調査・土壌物理性調査・収量調査（７～10月）
場所：留萌管内（小平町・羽幌町・初山別村ほか）

○現地研修（10月）
場所：①中央農業試験場（⾧沼町）

②雪印種苗株式会社北海道研究農場（⾧沼町）

○結果報告等
・農場への結果報告及び情報交換（11～２月）
・調査結果に係る協議・検討（12、１月）

場所：留萌農業改良普及センター（羽幌町）、Web開催

留萌農業改良普及センター 本所・南留萌支所

・本年度の調査から、留萌管内における排水対策の実態及び有効な排水対策を知ることができた。
・次年度も現地調査や研修会を継続し、最終的に留萌管内版「排水対策フローチャート」を作成する。

実施地区など

留萌管内全域

現地調査（４月～10月）

現地でほ場の状況や作物の
生育状況を確認！

現地研修（10月）

改善策検討のための情報収集！

調査結果に係る報告会・協議

調査結果に関する情報提供と
フローチャート作成に向け協議！


